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　５．環境に配慮した収集運搬及び最終埋葬に取組みます。

　この環境経営方針は全従業員に周知します。

(電力、都市ガス、ガソリン、軽油、LPG）

　３．廃棄物の削減と、リサイクルに取組みます。

制定日： 2019年5月30日

　４．水使用量の削減に取組みます。

ご　挨　拶

　株式会社西日本環境は、全国の火葬場から排出される残骨灰を収集運搬し、残滓中間処理及び
残骨の最終埋葬を活動範囲とする企業です。昭和１６年に創業し、平成元年に法人成以来、多く
のお客様から絶大なる信頼とご支援を賜りながら、堅実な経営を維持して参りました。
　この度当社は、エコアクション21に基づく環境経営システムを構築し運用開始することによっ
て、地球環境に優しい企業として、新たな一歩を踏み出しております。
　これを全社員に周知徹底し、環境意識を高め、継続的に環境負荷の低減に取り組んで行くこと
を宣言します。

　株式会社西日本環境は、全国の火葬場から排出される残骨灰等の処理に関し、選別した残骨を
墓地、埋葬法に準じて丁重に埋葬し、その残余については、廃掃法に準じて適正に処理を行いま
す。その過程においては、地球温暖化への対処や地域環境の保全と改善活動に自主的・積極的に
取り組むことで、環境を重視した経営を継続して推進してまいります。

環境経営方針

　１．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

　２．二酸化炭素排出量の削減に取組みます。

代表取締役社長  

Ⅰ．環境経営方針

改定日： 2020年6月　1日
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Ⅱ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名
株式会社　西日本環境
代表取締役社長　○○　○○溝口　立子

（２） 所在地
本社：本館(旧館）〒653-0812　兵庫県神戸市長田区長田町７丁目３番２号
本社：別館 〒653-0812　兵庫県神戸市長田区長田町７丁目２番５号（R3.4設置）
浜松支店：工場 〒431-2226　静岡県浜松市北区引佐町谷沢９２６－１４
浜松支店：新倉庫 〒431-2226　静岡県浜松市北区引佐町谷沢９３０－２（R3.4設置）　　　　
九州営業所 〒865-0102　熊本県玉名郡和水町久井原字笠石840番

（３） 環境管理責任者及び担当者の氏名・連絡先
責任者 取締役　　　内田　浩康 TEL：078-643-2809
担当者 総務部　　　鵜崎　由美子　　　 FAX：078-643-1966

　　E-Mail：y.uzaki@n-nihon.co.jp

（４） 事業内容

 
（５） 法人設立年月日　：　平成１年12月15日

 
（６） 資本金　　　　　：　10百万円

（７） 事業の規模(2022年度実績）

売上高 804百万円

①残骨灰等の収集運搬量 511.8トン

②残骨灰等の残滓中間処理量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　511.8トン

③残骨手選別量 7.4トン

事業所
本社本館、

別館
浜松支店・
工場、倉庫

九州
営業所

合計

従業員(人） 11 10 1 22

延床面積(㎡） 651.06 1169.25 97.20 1,917.51

敷地面積(㎡） 554.17 11,462.00 641.00 12,657.17

（８） 事業年度 6月～翌年5月

（９） 組織図

当社が参画する残骨灰処理業
関連の協同組合

連携

本社
本館 別館

協同組合が設置した
残骨の埋葬地

新倉庫

①残骨灰等の収集運搬業
②残骨灰等の残滓中間処理業
③残骨最終埋葬業

環境事務局

総務部

九州

営業所

営業部 浜松支店
共同埋葬地

代表者
（社長）

EA21 推進委員会

環境管理

責任者

処理工場 集荷

自然サイクル

保全事業（協）
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役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任
・効果的で必要十分な実施体制の構築

・経営における課題とチャンスの明確化
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認及び遵守評価承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施
・本社及び浜松支店・工場の遵守状況を環境管理責任者に報告する
・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

EA21 推進委員会 ・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成
・環境関連法規制等の遵守状況を環境事務局へ報告
・環境経営方針の周知
・従業員に対する教育訓練の実施
・環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の運用管理

部門長（支配人） ・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・自部門における環境経営システムの実施

　
全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者の任命及び各自の役割・責任・権限を定め全従業員へ周知

・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）
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（10） 施設等の状況
　　　　　　①使用車両

本社 ：乗用車5台
浜松 ：乗用車1台・トラック3台・吸引車1台・TCMショベルカー1台・フォークリフト4台

　　　　　　②中間処理工場（浜松）
施設の種類 分別・圧縮・減容施設
処理する種
類 火葬場残骨灰等

・トロンメル（回転ふるい機）1台 ・コンプレッサー1台
・ミックスマーラー（粉砕機）4台 ・ボールミル1台
・振動コンベア式ふるい機1台 ・バケットエレベーター1台
・3段円振ふるい機1台 ・磁選機2台
・4段円振ふるい機1台 ・除鉄機1台
・集塵機大型1台 ・大型計量器1台
・集塵機中型2台

（処理工程図）

集塵灰
煤塵

不燃物

金属類

　

鉱滓

※無害化
　含む

Ⅲ．認証・登録の対象組織・活動

株式会社西日本環境

本社本館(旧館）、別館、浜松支店・工場、新倉庫、九州営業所

なし

①残骨灰等の収集運搬業
②残骨灰等の残滓中間処理業
③残骨最終埋葬業

Ⅳ．主な環境負荷の実績

単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022度

kg-CO2 118,601 125,238 110,400 119,877

ｋＷｈ 110,107 99,193 78,189 82,045

Ｌ 7,123 7,252 7,168 6,603

Ｌ 23,215 24,109 24,273 28,235

㎥ 113 67 81 81

ｋｇ 348 230 341 304

ｋｇ 377.0 535.0 452.8 462.4

t 364.6 404.2 492.0 490.5

t 10.2 10.6 13.5 13.8

％ 83.8 85.3 87.1 85.6

㎥ 898 718 766 487

注２）化学物質は使用実績なし
注3）2021年度以降の二酸化炭素総排出量は2021年度排出係数を使用（以前は2017年度排出係数）

軽油使用量

金属回
収業者

無害化
専門業者

項　目

二酸化炭素総排出量

　　　活動：

廃棄物のリサイクル率

水使用量

産廃
処理業者

注１）この表の「2022年度　水使用量」は「（２）2022年度中の実績」　の実績値に

登録組織名：

対象事業所：

　　対象外：

電力使用量

ガソリン使用量

鉱山

　　　「雨水量　２４　Ｌ」を加算したものである。

廃棄物排出量(特管）

液化石油ガス使用量

都市ガス使用量

廃棄物排出量(特管除く）

主要機器

一般廃棄物排出量

残骨搬入
残骨灰等

受入
計量

残骨
手選別

埋葬
履歴管理

（協同組合）

有害化学
物質検査

再資源化

残滓分別・圧縮・減容

火葬場等 収集運搬

自社工程
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Ⅴ．環境経営目標及びその実績

　　　　（１）中長期目標

（基準年度）
2021年度

目標 目標 目標

kg-CO2 110,400 109,296 108,192 107,088

対基準（％） 100 (△１％） (△2％） (△3％）

kWh 78,189 77,407 76,625 75,843

kg-CO2 34,717 34,370 33,683 32,672

対基準（％） 100 (△１％） (△2％） (△3％）
Ｌ 7,168 7,097 7,025 6,953

kg-CO2 16,643 16,476 16,310 16,143

対基準（％） 100 (△１％） (△2％） (△3％）
Ｌ 24,273 24,030 23,788 23,545

kg-CO2 63,701 63,064 62,427 61,790

対基準（％） 100 (△１％） (△2％） (△3％）
N㎥ 81.1 80.3 79.5 78.7

kg-CO2 171 169 168 166

対基準（％） 100 (△１％） (△2％） (△3％）
Kg 340.9 337.5 334.1 330.7

kg-CO2 1,023 1,013 1,003 993

対基準（％） 100 (△１％） (△2％） (△3％）

kg／月 37.73 37.36 36.98 36.60

対基準（％） 100 (△１％） (△2％） (△3％）

リサイクル率 87.1% 87.6% 88.1% 88.6%

対基準（％） 100 (＋0.5％） (＋1.0％） (＋1.5％）

㎥ 766 758 751 743

対基準（％） 100 (△1％） (△2％） (△3％）

ｋｇ/L 21.1 21.3 21.5 21.7

対基準（％） 100 （＋1%） （＋2%） （＋3%）

清掃回数 7 7 7 7

対基準（％） 100 - - -

　　　　　（２）2022年度中の実績

kg-CO2 110,400 109,296 119,877

対基準（％） 100 99% 108％

kWh 78,189 77,407 82,045
kg-CO2 34,717 34,370 29,363

対基準（％） 100 99% 84％
Ｌ 7,168 7,097 6,603

kg-CO2 16,643 16,476 15,330

対基準（％） 100 99% 92％
Ｌ 24,273 24,030 28,235

kg-CO2 63,701 63,064 74,099

対基準（％） 100 99% 116％
N㎥ 81.1 80.3 81.1

kg-CO2 171 169 171

対基準（％） 100 99% 100％
Kg 340.9 337.5 304.3

kg-CO2 1,023 1,013 913

対基準（％） 100 99% 89％

kg／月 37.7 37.4 38.5

対基準（％） 100 99% 102％
リサイクル率 87.1% 87.6% 85.6%

対基準（%） 100 105% 98％
㎥ 766 758 463

対基準（％） 100 99% 60％
ｋｇ/L 21.1 21.3 19.2

対基準（%） 100 101% 90％

回数 7 7 8

対基準（％） 100 - -

注1）リサイクル率 ＝ 再資源化等量小計 438,111kg／収集運搬量合計 511,800kg

△97

91
Ⅰ. 二酸化炭素

△

④都市ガス使用量削減

△

〇

94
①　電力使用量削減

△

③軽油使用量削減

98

107

114

②ガソリン使用量削減

⑤液化石油ガス使用量削減

Ⅱ.廃棄物排出量の削減
①一般廃棄物の削減
②廃棄物のリサイクル率の向上

注1）

Ⅲ.水使用量の削減

85

99

111

目標

164

　　排出量合計

2023年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

　　排出量合計

※２　化学物質は使用していません

2024年度

実績 達成度（％）

リサイクル率の向上

④都市ガス使用量削減

⑤液化石油ガス使用量削減

①　電力使用量削減

③軽油使用量削減

Ⅴ.埋葬における環境配慮

2022年度における実績

Ⅳ.収集運搬における環境配慮
（収集運搬車の運搬効率向上）

①一般廃棄物の削減

※１　電力による二酸化炭素排出量
関西電力（株）の2021年度の二酸化炭素排出係数 0.350 kg-CO2/kWh(調整後排出係数）と中部電力ミライ
ズ(株)の2021年度の二酸化炭素排出係数 0.379 kg-CO2/kWh(調整後排出係数）及びリコージャパン(株)の
2021年度の二酸化炭素排出係数 0.302 kg-CO2/kWh(調整後排出係数）を用いて算出した。

運用期間（2022年6月～2023年5月）

Ⅱ.廃棄物排出量の削減

評価

②ガソリン使用量削減

基準値

〇

△

△

注）評価欄　　○：達成(100%以上）　、△：やや未達成(80％以上）　、×：未達成(80％未満）

（基準年度）
2021年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　度

　　項　目

②廃棄物の

Ⅲ.水使用量の削減

Ⅰ. 二酸化炭素

△

〇

〇
Ⅴ.埋葬における環境配慮
　共同埋葬地の清掃

90

基準値

2022年度

Ⅳ.収集運搬における環境配慮
（収集運搬車の運搬効率向上）
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Ⅵ．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

〇

〇
〇
〇
〇

◎
◎

◎

◎
　

　

◎

◎

◎

◎

◎
◎

△

◎
◎

◎

◎

Ⅶ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、関係当局よりの違反、訴訟、或いは環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。

Ⅷ．代表者による全体の評価と見直し・指示
　

代表取締役社長　　溝口　立子

・効率的なルートで収集

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減（軽油）

・処理工程の待機時間短縮
・空運転時の電源停止

効率的な営業により目標が達成できた。車両の経年劣化に伴い
低燃費車両入れ替えを検討中であり、引き続き削減活動を推進
する。

設置された雨水タンク水を業務に使用して節水を心掛けた。引
き続き削減活動を推進する。

・リサイクルルートの拡大

・節水運動

廃棄物のリサイクル率の向上

分別の徹底を行い、再資源化量を増やすことに努めた。
月別のデータ収集が困難なため、四半期毎のデータ収集を正確に実
施しリサイクル率を判定した。引き続き削減活動を推進する。

使用量節約を心がけた結果、概ね達成できた。引き続き削減活
動を推進する。

・分別の徹底

消防法

EA21に取り組んだ結果、、省エネ管理も視野に置けるようになったと同時に、分別作業における質量管理の重要性も認識で
きました。また、EA21 の延長上の取組としてコロナ対策BCPが定着したが、非常事態や事故発生時の対応をより具体化し
ていく必要があります。

この取り組みを持続させるためにも、実施体制の中の役割・責任・権限をさらに明確化し、さらに自律性を高めたいと思いま
す。なお、環境経営方針、環境経営目標・環境経営計画、実施体制について、今回変更はありません。

さらに、多死社会の到来を見据えてた社会貢献事業として、公示済遺骨整理事業について法的な課題を整理し、具体的な展開
を進めて行く予定です。

水使用量の削減

収集運搬における環境配慮（収集運搬車の燃費向上）

埋葬における環境配慮

・事務用品の節約

フロン排出抑制法 ・フロン類使用の定期点検・記録、同保存、漏えい防止等

浜松市産業廃棄物適正処理条例

アイドリングストップ、効率的な収集運搬を心がけた。業務量
の増加により環境経営目標を達成できなかった。今後も取組み
を継続したい。

　　　急加速・急停車の防止

・エコドライブ１０の実行

・エコドライブ１０の実行

　　　ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ
　　　急加速・急停車の防止

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

・コピー紙の裏紙使用

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減（ガソリン）

・効率的なルートで収集

墓地、埋葬等に関する法律に準じる

遵守

オフロード法
・基準に適合した特定特殊自動車の使用
・点検整備
・適正燃料使用（軽油）

燃費管理体制の定着はできたが、業務量の増加により環境経営
目標は達成できなかった。引き続き削減活動を推進する。

目標達成できた。今後も組合事業として連携を図り積極的に推
進していく。引き続き削減活動を推進する。

・燃費管理体制の定着

清掃活動回数

・処理委託基準遵守及び処理委託契約・マニュフェスト照合管理廃棄物処理法

遵守すべき要求事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制

自動車NOｘ・PM法 ・対策地区内で排気ガス規制に適合した自動車の使用（車種規制）

・受入残骨の分別・保管・適正埋葬

・事故時の措置と届出（通報）

・消防用設備の設置と維持管理

電力による二酸化炭素排出量の削減

取り組み計画

業務量が増加したが、概ね達成できた。引き続き削減活動を推
進する。

二酸化炭素排出量総量の削減

・下記の通り

評価結果と次年度の取組内容

節電を心掛けたが、業務量の増加により環境経営目標達成には
少々届かなかった。今後も節電に注力したい。・不要照明の消灯

・一般廃棄物の削減

・都市ガス・液化石油ガス使用量の削減

・リサイクル推進

裏紙の使用、事務用品を節約などを積極的に実施した。数値と
しては概ね目標達成できた。引き続き削減活動を推進する。

・洗車管理（時間・回数・高圧洗浄）

・手選別の徹底

・無人時のストーブ停止

2023年9月30日

・生活環境保全の規制（集塵機・空気圧縮機の設置届）

・産業廃棄物の適正処理（処理委託先の実地確認・記録及び保存）

　　　ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ

静岡県生活環境保全条例
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□環境活動の紹介

　　（株）西日本環境は、同業者とともに平成10年に自然サイクル保全事業協同組合を設立しました。
　　　当時の厚生省から認可を受け、業界の健全な発展を目指して、下記の共同事業に取り組んでおります。

供養会参加者(2022年度）

日本寺　供養参加者 信栄寺　供養風景

供養会の様子埋葬骨供養の様子

全国火葬動物供養祭

主催：自然サイクル保全事業協同組合

時期：毎年4月11月第2火曜日

場所：宗教法人 信栄寺（静岡県 浜松市 豊西町）

鋸山 日本寺 分骨 供養会

主催：自然サイクル保全事業協同組合

時期：毎年12月 関係者のみで実施

場所：鋸山 日本寺 （千葉県安房郡鋸南町鋸山 ）

8


